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はじめに：慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者や間質性肺炎（IP）患者などの慢性呼吸器疾患患者
の運動耐容能は，生命予後を規定する因子であり，極めて重要な評価項目である．運動負荷試
験中に評価される低酸素血症は，慢性呼吸器疾患患者の予後に影響すると報告され，運動中
の低酸素血症を評価することも重要である．運動負荷試験は 6 分間歩行試験 (6MWT)や漸増
シャトルウォーキングテスト（SWT）などが挙げられる 6MWT と SWT により COPD 患者や IP 患者
の正確な運動制限因子を評価し，正確なリスクマネージメントが出来ることが望ましいが，呼吸
機能や骨格筋機能の視点のデータの蓄積は極めて乏しい．この 2 つの歩行試験の低酸素血症
の程度や運動終了時の呼吸困難感や下肢疲労感の程度が異なるかは不明であり，運動負荷試
験の特徴の違いなどは明らかになっていない．本研究では COPD患者と IP患者に対して，6MWT
や SWT を測定し，低酸素血症の程度や運動終了時の呼吸困難感や下肢疲労感の程度を比較
し，さらに COPD 患者と IP 患者の疾患別で 2 つの歩行試験の低酸素血症や呼吸困難感の程度
などの違いを明らかにする． 
方法と対象： 
COPD 患者 20 例と IP 患者 20 例に対して、6MWT と SWT を測定する．6MWT と SWT は，
呼吸リハビリテーションマニュアルの手順に準じて，一度の練習を行った後に検査を実
施し，歩行距離を測定する．6MWT と SWT 中は，経皮的酸素飽和度（ SpO2）をパルス
オキシメータにより連続測定し，運動終了時の呼吸困難感や下肢疲労感を修正ボルグス
ケールにより評価した． 
結果：COPD 患者 20 例の 6MWT の歩行距離は 509.6m で、SpO2 の最低値は 85.9%、終了時
の呼吸困難は 5.1、下肢疲労感は 3.7 であった。COPD 患者 20 例の SWT の歩行距離は 406.5m
で、SpO2 の最低値は 86.2、終了時の呼吸困難は 6.6、下肢疲労感は 4.5 であった。  
IPF 患者 20 例の 6MWT の歩行距離は 628.7m で、SpO2 の最低値は 84.7%、終了時の呼吸困
難は 4.9、下肢疲労感は 4.4 であった。IPF 患者 20 例の SWT の歩行距離は 602m で、SpO2
の最低値は 85.6%、終了時の呼吸困難は 5.9、下肢疲労感は 5.1 であった。  
結語：COPD 患者と IPF 患者の歩行試験である 6MWT と ISWT の低酸素血症や呼吸困難感、
下肢疲労感の程度の違いの相違が認められ、慢性呼吸器疾患患者に対する運動中の評価をす
ることは重要である。 
